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はじめに

当社は、運転や保修に関する教育・訓練を実施している原⼦⼒保安研修所
内に新たに整備した研修施設、

「トラブルからの学び舎（まなびや）〜教訓を明⽇へつなぐ〜」

について、本年６⽉９⽇（⽉）より運⽤を開始する予定です。
本⽇は、その概要について紹介させて頂きます。
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• 伊⽅発電所では、１、２号機の廃炉に伴い３号機１基体制になったこ
とで、定期検査の頻度が減少し、以前よりも現場で点検や保修等の
実務を経験する機会が減少している。
加えて、従業員の世代交代も進んでおり、技術⼒や現場⼒の維持・
向上が、発電所運営における今後の重要な課題となっている。

• 当社は、今後も安全協定に基づき、速やかな通報連絡およびトラブル
の再発防⽌を徹底するとともに、伊⽅発電所で過去に経験した設備故
障やトラブルから得た教訓・知⾒を次世代に継承していく必要がある。

• こうした背景を踏まえ、当社原⼦⼒保安研修所内に新たな研修スペー
ス「トラブルからの学び舎 (まなびや)」を整備した。

１．背景・⽬的



２．トラブルからの学び舎の構成（１／２）
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トラブルからの学び舎は、⼤きく２つのエリアで構成

・導⼊エリア
これまでの伊⽅発電所のあゆみを振り返りつつ、原⼦⼒部⾨が担う役割や

原⼦⼒に携わる者の安全に対する思いを⾔葉で表現したパネル等を展⽰し、
当社社員としての⾃覚や伊⽅発電所の歴史を引き継ぐ者としての⼼構えを
喚起する場。

・メイン研修エリア
次世代に継承すべき教訓を得た事象※について、パネルや模型、当時の

新聞記事などを⽤いて、事象の概要や原因、対策等について解説し、従業員
が過去のトラブルを追体験することで、必要な思考・⾏動を深く考察し、
今後の現場対応に活かす学びの場。

※ 技術的に重要度が⾼い事象や社会的な影響が⼤きい事象から学ぶべき15の事象を選定
（参考資料参照）
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①

②

導⼊エリア
③

④

メイン研修エリア

①

②③

④

⑤
（4⾴）

２．トラブルからの学び舎の構成（２／２）
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⑤

当時の新聞記事

事象の概要

実⼨⼤の模型

⑤-1
⑤-2
⑤-3
（P6，7）

キャビネット内部に原因・対策・教訓等
の詳細資料を配備

３．トラブルからの学び舎の展⽰物（例）（１／3）
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⑤-1 ⑤-2

３．トラブルからの学び舎の展⽰物（例）（２／3）
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⑤-3

３．トラブルからの学び舎の展⽰物（例）（３／3）
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（参考資料）学ぶべき１５の事象

次世代に継承すべき教訓を得た、技術的に重要度が⾼い事象や社会的な影響度が⼤きい事象を選定

件 名カテゴリー
① 3号機原⼦炉補助建屋内における燃料取替⽤⽔の漏えい

運転に関連する事象 ② 2号機発電機密封油の機内漏れ
③ 3号機「1/4炉⼼出⼒偏差」点検の実施漏れ
④ 3号機⾮常⽤ディーゼル発電機補機室内での溢⽔

設備に関連する事象

⑤ 1号機からの送電停⽌
⑥ 1号機充てん配管耐圧検査中の漏えい
⑦ 1号機湿分分離加熱器蒸気整流板溶接部の割れ
⑧ 3号機湿分分離加熱器逃がし弁の損傷
⑨ 3号機⾮常⽤ディーゼル発電機点検中の不具合（写真⑤）
⑩ 3号機使⽤済燃料ピット内張りステンレス板のひび割れ
⑪ 3号機格納容器スプレイポンプフルフロー⽌弁の操作不能

安全⽂化・地域社会との
信頼関係に関連する事象

⑫ 3号機中央制御室⾮常⽤循環系の点検に伴う運転上の制限の逸脱
⑬ 愛媛県内各⾃治体への通報連絡遅れ（えひめ⽅式の起点となった事象）
⑭ 2020年1⽉に連続発⽣したトラブル4件への対応
⑮ 3号機における過去の保安規定不適合


